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は
じ
め
に

❶
鎌
倉
時
代
の
地
頭
請
所
関
係
事
例
の
概
要

❷
東
国
に
お
け
る
地
頭
請
所
の
展
開
と
荘
園
制

❸
寛
喜
の
飢
饉
と
鎌
倉
幕
府
の
地
頭
請
所
政
策

❹
鎌
倉
中
後
期
に
お
け
る
地
頭
請
所
保
護
政
策
の
展
開

❺
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
地
頭
請
所
保
護
政
策

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
鎌
倉
幕
府
の
地
頭
請
所
政
策
の
展
開
を
荘
園
制
と
関
連
づ
け
て
通
時
的
に
検
討
す　

る
。
地
頭
請
所
と
は
、
鎌
倉
幕
府
に
補
任
さ
れ
た
地
頭
が
一
定
額
の
年
貢
上
納
を
請
け
負
い
、
上
級

領
主
か
ら
現
地
支
配
の
委
任
を
受
け
る
所
領
支
配
・
年
貢
上
納
の
形
態
で
あ
る
。

　

鎌
倉
初
期
に
お
け
る
幕
府
の
地
頭
請
所
政
策
は
、
治
承
・
寿
永
内
乱
（
お
よ
び
鎌
倉
初
期
の
政
争
）

か
ら
の
地
域
復
興
と
荘
園
制
の
再
建
事
業
の
一
環
と
し
て
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
が
特
殊

な
支
配
権
を
得
た
東
日
本
に
お
い
て
、
地
頭
に
よ
る
荒
野
開
発
（
お
よ
び
再
開
発
）
が
政
策
と
し
て

展
開
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
地
頭
請
所
も
こ
れ
ら
の
地
域
に
多
く
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
、
都
市
領
主
た
ち
も
、
地
頭
請
所
が
荘
園
制
の
再
建
に
つ
な
が
る
こ
と
を
察
知
し
、
地

頭
た
ち
と
私
的
に
請
所
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
論
じ
た
。

　

鎌
倉
幕
府
の
地
頭
請
所
政
策
が
展
開
し
た
次
の
段
階
は
、
寛
喜
の
飢
饉
の
影
響
下
に
あ
っ
た

1

2

3

0

年
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
地
頭
・
地
頭
代
に
年
貢
上
納
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
、

寛
喜
の
飢
饉
と
い
う
大
災
害
か
ら
地
域
と
年
貢
を
回
復
さ
せ
る
幕
府
の
政
策
が
、
直
轄
領
・
北
条
氏

所
領
に
お
け
る
請
所
の
展
開
と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
た
。
さ
ら
に
、
13
世
紀
後
期
、
幕
府
は
、
20
箇

年
の
知
行
年
紀
法
と
「
寛
喜
以
後
」
に
成
立
し
た
請
所
を
保
護
す
る
幕
府
法
に
よ
っ
て
、
地
頭
請
所

を
広
く
保
護
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
幕
府
の
一
連
の
政
策

は
、
地
頭
請
所
の
設
定
に
よ
る
直
轄
領
・
北
条
氏
所
領
に
お
け
る
民
衆
救
済
・
年
貢
の
維
持
政
策
を
、

他
の
都
市
領
主
の
所
領
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
で
荘
園
制
全
体
の
維
持
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

論
じ
た
。

　

13
世
紀
最
末
期
以
降
の
鎌
倉
幕
府
は
、
関
東
口
入
請
所
以
外
の
地
頭
請
所
保
護
政
策
を
後
退
さ
せ

る
が
、
私
請
所
に
つ
い
て
も
無
前
提
に
保
護
政
策
を
後
退
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

関
東
御
領
に
お
い
て
は
、民
衆
救
済
を
と
も
な
う
地
頭
請
所
の
設
定
が
継
続
さ
れ
た
。
鎌
倉
幕
府
は
、

一
貫
し
て
荘
園
制
を
維
持
す
る
媒
介
と
し
て
地
頭
請
所
を
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
地
頭
請
所
、
内
乱
、
飢
饉
、
民
衆
救
済
、
荘
園
制




